
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
主
に
八
世
紀
中
葉
か
ら

一
〇
世
紀
に
及
ボ
も
の
で
あ
り
、

特
に
調
査
区
北
半
に
多
く
検
出
し
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
、
土
師
器

。
須
恵
器

・
瓦
の
他
に
、
木
簡
及
び
板
状
木
製
品

。

自
然
遺
物

（
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
種
子
）
で
あ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
跡

（径
約
二
・
四
ｍ
、
深
さ
一
・
七
ｍ
）
埋
土
最
下
層
中
か
ら
土

師
器

・
板
状
木
製
品

・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
伴
出
し
て
い
る
。
木
簡
と
板
状
木
製
品

は
、
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
両
者
を
重
ね
て
、
二
個

一
対
の
小
孔
を
二
箇
所
、
他
に

一

孔
を
二
箇
所
に
穿

っ
て
植
物
質
の
紐
で
と
じ
あ
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
木
簡
の

文
字
面
は
、
二
枚
重
ね
の
内
側
に
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
木
簡
は
、
板
と

し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
切
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
木
簡
と
伴

出
し
た
土
師
器
は
、
九
世
紀
の
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

利
用
さ
れ
る
際
に
、
目
的
に
応
じ
て
再
加
工
さ
れ
た
た
め
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
文
字
は
、
三
行
分
認
め
ら
れ
る
が
、
上
端
及
び
両
側
縁
の
文
字
は
削
り
に

よ
り
失
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
穿
孔
は
削
り
の
後
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
観

察
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

「
下
野
国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
」
（栃
木
県
教
育
委
員
会

『栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
保

護
行
政
年
報
』
一
九
八
二
年
）

（本
村
　
等

・
岩
淵

一
夫
）

『
平
城
官
出
土
墨
書
土
器
集
成
Ｉ
』奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
行

っ
て
き
た
平
城
官
跡
の
発
掘
調
査
に
お

い
て
発
見
さ
れ
た
墨
書
土
器
の
集
成
で
あ
る
。
現
在
ま
で
出
土
し
た
約
二

〇
〇
〇
点
ち
か
い
墨
書
の
う
ち
、　
一
九
七
六
年
度
ま
で
に
み
つ
か
っ
た

一

〇
七
〇
点
の
釈
文
と
図
版
と
を
収
録
し
て
お
り
、
釈
文
と
コ
ロ
タ
イ
プ
写

真
と
を
対
応
さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

発
行
所
　
一八
都
市
下
京
区
油
小
路
通
綾
小
路
下
ル
　
〕県
陽
社

頒
価
四
〇
〇
〇
円

一都

×

聞
日
日
日
日
言
物
≧

木
簡
は
、
両
端
部
が
切
ら
れ
て
い
る
。

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
端

（＝∞
牌）
×
（∞『）
Ｘ
］
　
〇〇枷

両
側
縁
は
、
削
ら
れ
た
り
割
ら
れ
た

。
両
側
縁

の
状
況
は
、
本
木
簡
が
再




